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Ｑ　
つ
が
る
地
球
村
の
コ
テ
ー
ジ
の

宿
泊
利
用
が
好
調
で
予
約
が
取
り
づ

ら
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

増
設
の
考
え
は
あ
る
か
。

【
市
長
】

Ａ　
コ
テ
ー
ジ
へ
宿
泊
客
が
集
中
し
、

藤
山
邸
の
稼
働
率
が
低
く
な
ら
な
い

よ
う
、
つ
が
る
地
球
村
全
施
設
の
経

営
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
最
適
な

施
設
配
置
に
つ
い
て
推
計
し
、
設
備

投
資
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

Ｑ　
ペ
ッ
ト
同
伴
で
泊
ま
れ
る
施
設

は
あ
る
か
。
ま
た
、
新
た
な
建
設
計

画
は
あ
る
か
。

【
経
済
部
長
】

Ａ　
宿
泊
施
設
は
な
い
が
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
に
ペ
ッ
ト
と
泊
ま
れ
る

区
画
を
52
サ
イ
ト
設
置
し
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
同
伴
の
宿
泊
施
設
は
、
動
物

ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
等
か
ら
専
用

施
設
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
建
設
に
は
相
当
な
費
用
を
要

す
る
た
め
、
現
存
の
コ
テ
ー
ジ
を
専

用
施
設
と
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

弊
害
や
影
響
が
あ
る
か
調
査
し
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
寒
さ
や
雪
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
、
観
光
客
の
誘
致
に
成
功
し

て
い
る
例
が
あ
る
が
、
つ
が
る
地
球

村
に
お
け
る
冬
季
間
の
観
光
の
取
組

状
況
は
。

【
副
市
長
】

Ｑ　
各
地
区
に
あ
る
体
育
館
の
今
後

の
使
用
方
針
に
つ
い
て
説
明
を
。

【
教
育
部
長
】

Ａ　
木
造
体
育
セ
ン
タ
ー
、
柏
総
合

体
育
セ
ン
タ
ー
、
稲
垣
体
育
館
に
つ

い
て
は
今
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま

で
一
般
の
利
用
を
制
限
し
中
学
校
の

部
活
動
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
お

よ
び
ク
ラ
ブ
活
動
の
練
習
に
限
り
利

用
で
き
る
。
９
年
度
以
降
、
木
造
体

育
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
多
目
的
利

用
施
設
に
用
途
替
え
し
、
ほ
か
の
２

施
設
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る
。
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
継
続
し
て
で
き

る
よ
う
学
校
開
放
等
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

Ｑ　
総
合
体
育
館
の
予
約
が
取
れ
ず
、

練
習
試
合
が
で
き
な
い
と
の
声
が
あ

る
が
、
既
存
体
育
館
に
お
い
て
も
、

練
習
試
合
が
で
き
る
よ
う
柔
軟
に
対

応
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
向
陽
小
学
校
と
車
力
中
学

校
は
学
校
開
放
し
て
い
る
が
、
同
様

に
ほ
か
の
地
区
に
つ
い
て
も
学
校
開

放
で
き
な
い
か
。

【
教
育
部
長
】

Ａ　
予
約
が
取
れ
な
い
場
合
は
、
既

存
体
育
館
が
利
用
で
き
る
よ
う
対
応

し
て
い
き
た
い
。
学
校
開
放
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
で
の
体
育
施
設
の
利

用
者
数
や
中
学
校
の
部
活
動
地
域
移

行
な
ど
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断

し
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
行
政
部
門
の
職
員
数
、
年
齢
構

成
お
よ
び
勤
務
状
況
は
。

Ａ　

ポ
ニ
ー
の
馬
そ
り
体
験
な
ど
、
冬

な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開
催
し

て
い
る
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
に
対

応
す
る
た
め
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を

冬
季
間
も
開
設
し
て
い
る
。
冬
を
満
喫

で
き
る
環
境
を
整
備
し
様
々
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
誘
客
強
化
を
図
り
た
い
。

Ｑ　

強
い
日
差
し
や
雨
を
気
に
せ
ず
に

楽
し
め
る
よ
う
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
に

屋
根
を
設
置
で
き
な
い
か
。

【
経
済
部
長
】

Ａ　

現
在
の
位
置
に
設
置
す
る
と
レ
ス

ト
ラ
ン
か
ら
の
眺
め
が
一
転
す
る
た
め
、

位
置
の
変
更
な
ど
様
々
な
弊
害
が
考
え

ら
れ
る
。
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
昨
年

同
様
に
猛
暑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、ガ
ー

デ
ン
パ
ラ
ソ
ル
や
折
り
た
た
み
の
集
会

テ
ン
ト
を
用
意
し
対
応
す
る
。
今
後
ど

の
よ
う
に
す
る
か
検
討
し
た
い
。

【
総
務
課
長
】

Ａ　

4
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は
３
０

０
人
で
、
合
併
後
10
年
間
に
新
規
採
用

を
抑
制
し
た
結
果
、
30
代
後
半
～
40
代

の
少
な
い
偏
っ
た
職
員
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
勤
務
状
況
は
、
業
務
量
が
増
え

る
一
方
、
職
員
数
の
減
に
よ
り
多
忙
を

極
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
管
理

職
に
対
し
て
は
、
所
属
職
員
の
状
況
把

握
や
各
種
相
談
の
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
留
意
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

Ｑ　

市
職
員
採
用
に
お
い
て
、
社
会
人

枠
を
設
け
て
は
。　

【
総
務
部
長
】

Ａ　

社
会
人
枠
に
は
民
間
企
業
な
ど
で

培
っ
た
経
験
や
知
識
を
即
戦
力
と
し
て

活
か
せ
る
と
と
も
に
、
職
員
数
の
少
な

い
30
、
40
代
を
確
保
で
き
る
な
ど
の
利

点
が
あ
る
。
今
年
度
の
職
員
採
用
試
験

で
、
30
～
44
歳
を
対
象
に
民
間
の
職
務

経
験
5
年
以
上
の
社
会
人
経
験
者
枠
を

設
け
た
。

  ▶
市

内
体

育
館

の
今

後
の

使用方針　▶市職員の状況　

　
　

　
　

　
　

   
 ▶

つ
が

る
地

球村について

五
いつわかい

和会　田
た

中
なか

　　透
とおる

五
いつわかい

和会　長
は せ が わ

谷川榮
え い こ

子
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Ｑ　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
あ
わ
せ
、
強
化
し
た
事
業
等
は
あ

る
か
。

【
市
長
】

Ａ　
多
胎
妊
娠
時
の
超
音
波
検
査
の

助
成
回
数
を
８
回
か
ら
14
回
に
拡
充

し
た
ほ
か
、
拡
大
新
生
児
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
費
助
成
事
業
、
子
育
て

短
期
支
援
事
業
、
子
育
て
世
帯
訪
問

支
援
事
業
の
３
事
業
を
新
た
に
実
施

す
る
。

Ｑ　
本
市
に
お
け
る
産
後
ケ
ア
の
取

組
内
容
は
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

Ａ　
助
産
師
が
母
子
の
自
宅
へ
赴
く

訪
問
型
産
後
ケ
ア
を
実
施
し
て
お
り
、

産
後
１
年
間
、
計
７
回
利
用
で
き
る
。

内
容
は
次
の
と
お
り
。

・
産
婦
の
体
調
管
理
や
授
乳
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
へ
の
ケ
ア
。

・
子
の
発
達
・
発
育
・
栄
養
相
談
、

ス
キ
ン
ケ
ア
な
ど
。

・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
の
仕
方
や
沐

浴
な
ど
の
相
談
。

Ｑ　
子
育
て
支
援
に
お
け
る
祖
父
母

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
他
自
治
体
で

も
採
用
し
て
い
る
祖
父
母
手
帳
や
孫

育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
を
採
用
で
き

な
い
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

Ａ　
育
児
の
環
境
や
方
法
が
変
化
し

て
き
て
い
る
中
で
、
母
子
を
サ
ポ
ー

Ｑ　
市
内
小
中
学
校
で
使
用
し
て
い

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
、
故

障
や
破
損
し
た
場
合
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
次
回
の
更

新
時
期
や
費
用
に
つ
い
て
説
明
を
。

【
教
育
部
長
】

Ａ　
修
復
不
可
能
な
場
合
は
、
そ
の

都
度
、
予
備
機
と
交
換
し
て
お
り
、

費
用
は
市
負
担
と
し
て
い
る
。
令
和

３
年
度
か
ら
本
格
運
用
し
て
い
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
は
、
７
年
度

中
に
納
品
し
、
８
年
度
か
ら
の
使
用

を
想
定
。
更
新
費
用
は
概
算
で
１
億

８
０
０
万
円
程
度
で
、
補
助
金
を
除

い
た
市
の
負
担
額
は
約
４
２
０
０
万

円
の
見
込
み
。

Ｑ　
本
市
の
教
員
不
足
状
況
や
対
策

は
。

【
教
育
部
長
】

Ａ　
本
市
の
小
学
校
に
お
い
て
も
教

員
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
、
教
員

を
目
指
す
者
の
確
保
を
図
る
事
業
と

し
て
、
木
造
高
校
生
に
よ
る
市
内
小

学
校
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を

実
施
。
ま
た
、
昨
年
度
、
本
市
教

育
委
員
会
と
弘
前
大
学
教
育
学
部
が

地
域
の
教
育
課
題
に
適
切
に
対
応
し
、

調
和
の
と
れ
た
人
間
性
豊
か
な
児
童

生
徒
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
連
携

協
定
を
締
結
し
た
。
今
後
は
、
弘
前

大
学
の
学
生
と
本
市
の
小
中
学
生
の

ほ
か
、
木
造
高
校
も
含
め
た
事
業
を

行
い
た
い
。

Ｑ　
各
校
の
防
風
ネ
ッ
ト
等
が
破
れ

ト
す
る
家
族
が
現
在
の
育
児
情
報
を
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
周
知
方
法
等

も
含
め
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

大
切
な
結
婚
と
い
う
瞬
間
を
記
念

に
残
せ
る
よ
う
に
、
複
写
式
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
婚
姻
届
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

【
民
生
部
長
】

Ａ　

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
複
写
式
の
婚
姻
届
を
配
布
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

防
災
対
策
の
観
点
か
ら
、
転
入
時

に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
す
べ
き
で

は
。

【
民
生
部
長
】

Ａ　

関
係
部
署
と
調
整
の
う
え
、
窓
口

で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
、
そ
の

際
に
職
員
が
避
難
場
所
を
示
せ
る
よ
う

な
運
用
に
し
た
い
。

て
い
た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
が
風
で

飛
び
硬
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
の
を
目

に
す
る
が
、
改
修
は
し
な
い
の
か
。

【
教
育
部
長
】

Ａ　

改
修
費
用
が
高
い
こ
と
や
、
ほ
か

に
優
先
度
の
高
い
改
修
等
が
多
数
存
在

し
、
予
算
確
保
が
厳
し
い
状
況
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
財
源
を

確
保
し
た
う
え
で
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

Ｑ
「
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
幼

稚
園
等
や
小
学
校
、
教
育
委
員
会
、
子

育
て
健
康
課
な
ど
の
関
係
諸
団
体
で
組

織
会
を
作
っ
て
は
。

【
教
育
長
】

Ａ　

幼
児
期
の
接
続
と
学
校
教
育
と
の

接
続
が
円
滑
に
進
む
こ
と
を
考
慮
し
な

が
ら
、
検
討
し
た
い
。

　
　

　
　

　
   

 ▶
学
校
教
育
環境

につ
いて

　
▶
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
支

援　
▶市
民課窓

口対応

P12
「
気
に
な
る
ワ
ー
ド
」
で
解
説
！

五
いつわかい

和会　平
ひ ら た

田　浩
こうすけ

介

無会派　三
みつはし

橋あさみ
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Ｑ　
県
で
は
農
林
水
産
業
の
強
化
策

の
一
つ
と
し
て
米
の
輸
出
拡
大
を
掲

げ
て
い
る
が
、
市
は
米
の
輸
出
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
経
済
部
長
】

Ａ　
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
で
い
た

外
食
産
業
は
、
個
人
消
費
の
回
復
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
り
復
調
傾
向
に

あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
米
の
相
対
取
引

価
格
は
上
昇
し
、
農
家
に
と
っ
て
は

良
い
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
主

食
用
米
の
国
内
需
要
は
人
口
減
少
や

食
生
活
の
多
様
化
な
ど
か
ら
、
近
年
、

毎
年
約
10
万
ト
ン
程
度
減
少
し
て
お

り
、
今
後
も
続
く
見
込
み
。
米
の
国

内
需
要
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
中
、
食

料
自
給
率
や
食
料
自
給
力
の
向
上
、

米
農
家
の
所
得
向
上
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
輸
出
に
よ
る
新
た
な
海
外

需
要
の
開
拓
が
必
要
に
な
っ
て
い
く

と
考
え
る
。

Ｑ　
米
の
輸
出
に
は
、
低
コ
ス
ト
で

生
産
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必

要
と
考
え
る
。
農
家
任
せ
に
な
ら
な

い
よ
う
、
農
協
等
と
協
議
会
を
立
ち

上
げ
連
携
し
て
取
り
組
め
な
い
か
。

【
経
済
部
長
】

Ａ　

本
市
に
お
い
て
も
、
低
コ
ス

ト
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
導
入
事
業

等
を
実
施
し
、
農
家
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
難

し
い
と
考
え
る
。
さ
ら
な
る
大
幅
な

コ
ス
ト
低
減
を
目
指
す
た
め
、
関
係

Ｑ　
本
市
の
飼
料
用
米
の
作
付
状
況

は
。

【
経
済
部
長
】

Ａ　
令
和
４
年
度
の
作
付
面
積
は
、

１
６
４
０
．７
㌶
。
令
和
５
年
度
は
、

１
５
０
２
．１
㌶
。
今
年
４
月
末
現

在
で
は
、１
１
５
３
．４
㌶
で
、
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
。
飼
料
用
米
の
み

の
作
付
農
家
は
令
和
４
年
度
19
件
、

令
和
５
年
度
13
件
、
今
年
５
月
末
で

５
件
で
、
年
々
減
少
し
て
い
る
。

Ｑ　
米
価
格
の
変
動
が
大
き
い
中
で
、

収
入
保
険
へ
の
加
入
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

【
経
済
部
長
】

Ａ　
本
市
で
は
、
農
業
者
の
所
得
安

定
対
策
と
し
て
令
和
３
年
度
よ
り
収

入
保
険
へ
の
加
入
を
促
進
し
、
農
業

者
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保
険
料

の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
令
和
２

年
度
に
お
け
る
加
入
件
数
は
２
６
２

件
で
あ
っ
た
が
、
補
助
開
始
後
は
大

幅
に
加
入
が
増
え
、
昨
年
度
は
３
５

７
件
の
加
入
が
あ
っ
た
。

Ｑ　
相
続
さ
れ
て
い
な
い
農
地
は
ど

の
位
あ
る
の
か
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

Ａ　
６
月
１
日
現
在
の
未
相
続
農
地

は
約
１
２
５
８
㌶
で
、
市
内
の
農
地

面
積
約
１
万
４
３
０
０
㌶
の
８
・
８

％
に
あ
た
る
。
各
地
区
の
面
積
は
別

表
の
と
お
り
。

機
関
と
の
情
報
共
有
を
図
り
、
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
模
索
し
た
い
。

Ｑ　

人
口
戦
略
会
議
の
公
表
に
よ
る
と
、

本
市
を
含
む
全
国
７
４
４
の
自
治
体
に

お
い
て
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
消
滅
の

可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
人
口

減
少
対
策
と
し
て
新
た
に
、
高
校
・
大

学
等
の
学
費
を
支
援
で
き
な
い
か
。

【
市
長
】

Ａ　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
有
効
な
手

段
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
支
援
す
る
な

ら
貸
与
型
や
返
済
不
要
の
奨
学
金
創
設

が
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う
い
う
手
段
が

良
い
か
、
効
果
や
支
援
範
囲
、
財
源
確

保
を
含
め
市
民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

Ｑ　

津
軽
自
動
車
道
の
鰺
ヶ
沢
方
面
へ

の
延
長
に
よ
り
地
目
が
農
地
で
な
く
な

る
面
積
は
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

Ａ　

つ
が
る
柏
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
仮
称
浮
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
木

造
越
水
地
区
）
ま
で
の
延
伸
に
伴
い
、

約
65
㌶
が
農
地
で
な
く
な
る
。

　
   

   
  ▶
つ
が
る
市
の
農
業
の現

状に
つい
て　

　
　

　
  ▶

米
の

輸
出

に
つ

いて　▶人口減少対策

絆
きしんかい

心会　齊
さいとう

藤　　渡
わたる

五
いつわかい

和会　山
やま

内
うち

　　勝
まさる

別表「相続されていない農地面積」
田 畑 樹園地

木造地区  476ha
（2,109筆）

 210ha
（1,014筆）

 1ha
（3筆）

森田地区  97ha 
（639筆）

 24ha 
（255筆）

 36ha 
（117筆）

柏 地 区 51ha
 （359筆）

11ha
 （158筆）

14ha
 （80筆）

稲垣地区  147ha
（593筆）

 6ha
（118筆） なし

車力地区 132ha
（445筆）

54ha
（362筆） なし

5 つがる市議会だより−第83号


